
コーディネーター・マニュアル
１．コーディネーターの役割
　コーディネーターの役割は下記のとおりです。
（１）熟議を進行する
（２）意見やアイデアが出しやすくなるように援助する
（３）意見やアイデアの整理とまとめを援助する
（４）時間を管理する
２．コーディネーターの心得
　コーディネーターが心得ておくべきことは下記のとおりです。
（１）結論を誘導せずに、メンバーから様々な意見やアイデアを引き出す
（２）１人ひとりの話をよく聞き、意見を尊重する
（３）メンバーの意見やアイデアを批判しない
（４）意見やアイデアに対して共感や感想、考えの変化があったら表明する
（５）時間を守る
（６）笑顔で、明るく、楽しませる！
３．進め方とポイント
　進め方とポイント等は下記のとおりです。
〇現状の考察（１０分）
（１）テーマの決定（１分）
今回の題目としてのテーマをリーダー（各委員長）より決定して頂き、模造紙に記入して下さい。（３枚）
　　　◆ポイント

· テーマは各委員会の担いに適したものとします。
· 委員長の所信以下、例会、事業など実施予定のものに沿うテーマが好ましい

　例）長岡の未来特別委員会の場合

　「１０年後の長岡の未来」、「長岡ＪＣ７０周年」ｅｔｃ．

· 各委員長には事前に趣旨をご説明してありますが、あまりにも漠然としたもの、趣旨からかけ離れているものに関しましては再考を促してください。
（２）テーマについての現状の問題点を考え、各人がポストイットに記入する（３分）
◆メンバーに伝えるべきこと
· ポストイット１枚に意見を１つだけ
· １人何枚でもＯＫ
· なるべく文章ではなく、単語または短い言葉、大きな字で記入
· 記入したポストイットは手元に置いておく
　　◆ポイント
· 意見が出やすいように、コーディネーターから「切り口」を示します
　　　　　◎切り口の例
　　　　　　・ハード面とソフト面
　　　　　　　　ハードは、建物、道路、公園、施設など
　　　　　　　　ソフトは、歴史、文化、イベント、安全、教育、行政など
（３）問題点のグループ分け（５分）
・１人ずつ発表しながらポストイットを模造紙に貼り付ける
・発表しながら、内容の似かよっている点をもとに意見のカテゴリを考えて、ポストイットを分類する
・ポストイットを貼り終わったら、カテゴリのタイトルについて話し合って記入す　

　る
　　◆メンバーに伝えるべきこと
· メンバーが順番に貼り付けていきますが、その際、内容の似かよった意見が出た

時は、発表者以外のメンバーもそのポストイットを模造紙に貼り付けます。
· 各カテゴリのタイトルはメンバーの意見を聞きながら、コーディネーターが集約

する
· 他人の意見やアイデアに対する批判は禁止
　 ◆ポイント
· カテゴリ分けとタイトルづけは、メンバーの話し合いで行うように働きかけます。状況に応じて、「この意見と同じような意見は他にありませんか？」「このグループの意見を要約した場合、どんなタイトルが考えられますか？」など、メンバーに質問を投げかけ、発言を引き出してまとめを支援します。
〇１０年後の理想（１０分）
（１）問題点のおさらい（１分）
「現状の考察」で明確になった問題点を全員で確認し、１０年後の理想を創造してもらいます。
（２）テーマについての１０年後の理想の姿やカタチを想像し、各人がポストイットに記
入する（３分）
　　　※詳細は「現状の考察」の（２）と同様

（３）１０年後の理想のグループ分け（５分）
　　　※詳細は「現状の考察」の（３）と同様
〇理想に近づくための解決策を議論し、スローガンを作成する（１５分）
（１）１０年後の理想の関連性を探り、根本的な解決カテゴリを見つけ出す（５分）
「１０年後の理想」の模造紙を使い、各カテゴリの関連性を探します。

　 ◆ポイント
カテゴリの中にはひとつの問題が解決すると同時に達成できる理想【共通】や、

ひとつの理想が達成されるとそれが要因となって達成できる理想【連鎖】などの

関連性を見つけることができると思います。
こうした観点で関連性を探り、根本的な解決カテゴリ（【連鎖】のスタートカテゴリ）
　　　を「根本的解決カテゴリ」として決定します。
（２）根本的解決カテゴリに向かっていく、達成するためのスローガンを考える（１０分）

各人がスローガンを考えます。
◆メンバーに伝えるべきこと
· スローガンの提案は一人一つ。考えるのはいくつでもよいが、最終的に候補とし

ての提案は一つ
· 判りやすく明確なものが好ましい。サブタイトル的なものを付けても可
　 ◆ポイント

・明確、且つ印象に残りやすものや口にしやすいものなどがスローガンとしては
　適します。

　　　・アイディアに困っているメンバーには「パロディ（パクリ）」や「四文字熟語」、
「名言・格言」などを参照してみる方法などで支援する
（３）グループとしてのスローガンを決定する（５分）
　　　メンバーから出たスローガンを一つに決定し、グループのスローガンとします。
　　　解決法、解決策に向かっていくスローガンとして適したものをグループ内の議論

　　　（最終的には多数決）で決定してください。
〇スローガン発表の打合せ（５分）
（１）発表者を決める
· 立候補、いなければ推薦で（必ずしも１名でなくても可）
· 他に模造紙を持つ人を２名も決定
（２）全体発表に備え、発表する内容や模造紙を整える
　◆メンバーに伝えるべきこと
· 発表時間は３分厳守
· 内容は問題点、１０年後の理想像、解決方法・スローガン発表
· なぜそのスローガンになったのかが伝わるようであれば、順番や方法にはこだわらない
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